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福祉の困りごとは
　介護、障害、子育て、生活困窮などのことで「どこに相談したらよいかわからない」「誰
にも相談できない」「なにから手をつけたらいいかわからない」といったことはありませ
んか。または、このような状態にある家族・友人・知人に気づいた時に、どうしています
か。今回、悩みや困りごとに応じた専門的な相談ができる福祉の相談窓口をご案内します。

８
年
度
に
使
う
教
科
書
を
展
示
し
ま
す

　
小
学
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・
中
学
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・
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務
教
育
学
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・
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校
の
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別
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援
学
級
の
教
科

書
を
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。
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７
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９
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６
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６
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市
議
会
第
２
回
定
例
会
は
６
月
11
日
㈬
に
開
会
し
ま
す

　
市
議
会
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
11
日
㈬
に
開
会
す
る
予
定
で
す
。
会

議
の
日
程
な
ど
は
、
開
会
予
定
日
の
約
１
週
間
前
に
決
定
さ
れ
ま
す
。
請

願
・
陳
情
は
、
開
会
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
受
け
付
け

た
も
の
が
第
２
回
定
例
会
で
協
議
さ
れ
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
と
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム　

本
会
議
の
模
様
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
生
中
継
す
る
ほ

か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。
会
議
の

翌
日
（
市
の
休
日
を
除
く
）
か
ら
は
録
画
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
会
議
録
は
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 
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７
年
度
市
民
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・
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民
税
・
森
林
環
境
税
税
額
決
定 

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　
市
民
税
・
県
民
税
・
森
林
環
境
税
税
額
決
定
納
税
通
知
書
は
、
６
月
６

日
㈮
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。
７
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税
・
森
林
環
境

税
所
得
課
税
証
明
書
な
ど
は
、
同
日
か
ら
、
市
役
所
、
支
所
・
連
絡
所
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
者
証
明
用
電

子
証
明
書
が
有
効
で
、令
和
７
年
１
月
１
日
に
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
）

で
発
行
で
き
ま
す
。
申
告
が
お
済
み
で
な
い
人
な
ど
は
、
即
日
交
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 
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各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す

　
６
月
５
日
㈭
は
終
日
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、
各
種
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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児
童
手
当
の
現
況
届
の
提
出
は
６
月
30
日
㈪
ま
で

　
児
童
手
当
の
継
続
支
給
の
た
め
の
現
況
届
は
原
則
不
要
で
す
が
、
一
部

受
給
者
に
つ
い
て
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出
が
必
要
な
人
に

は
、
現
況
届
な
ど
の
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
６
月
30
日
㈪
ま
で
に
子

ど
も
福
祉
課
ま
た
は
支
所
・
連
絡
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
添
付
書
類

は
送
付
す
る
案
内
文
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
と
８
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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　現在、全国的に少子高齢化や核家族化が進
行する中で、それぞれが抱える困りごとや悩
み、生きづらさは複雑化・複合化してきてお
り、8050問題※１、ダブルケア※２、ヤングケ
アラー※３などの社会課題に対して、「高齢」
「障害」「子ども」「生活困窮」といった分野
別の支援体制だけでは対応が難しくなってき
ています。
　また、孤独を感じている人や社会的な孤立
状態にある人への支援も必要となってきてい
ます。

　そこで本市では、これらのさまざまな支援
ニーズに対応するため、包括的・横断的な支
援体制を整備することを目的とした「重層的
支援体制整備事業」を４月から実施していま
す。この事業は、「属性を問わない相談支援」
「多様な社会参加に向けた支援」「地域づくり
に向けた支援」を一体的に実施するもので、
具体的には、課題を抱えた人が制度の狭間で
支援が届かないことがないように、さまざま
な支援機関が互いに連携を図り、包括的に相
談を受けとめて伴走支援をしていきます。

　各相談窓口においては、従来の機能をベー
スにして分野別の相談対応をしっかり行って
いくことで、連携強化や情報共有を図ってい
きます。また、包括的かつ継続的な伴走支援
を行うために、アウトリーチ（訪問活動）な
どを通じた継続的な支援、多機関協働による
支援体制を構築していきます。
　さらに、地域づくりに向けた支援について
は、分野ごとの既存の居場所・活動を横断的
に活用して、多世代・多分野の人が利用でき
るように進めていきます。

●8050問題※１
　80代の親と自立できない事情を抱える50代
の子の世帯が抱える問題。子のひきこもりが
長期化し、子どもが40代、50代と中高年にな
る一方、親も高齢化して働けなくなり、生活
に困窮したり、社会から孤立する世帯が各地
で報告されている。
●ダブルケア※２
　子育てと親・親族の介護を同時期に行う状
態。晩婚化や晩産化などが背景にあるとされ
ている。精神的、体力的な負担が大きく、相
談先がわからずに問題を当事者だけで抱え込
みやすいとされている。
●ヤングケアラー※３
　本来、大人が担うと想定されている家事や
家族の世話などを日常的に行っている子ども
のこと。
　本当なら得られたはずの、「子どもとしての
時間」と引き換えに、家事や家族の世話をす
ることで、やりたいことができないなど、学業
や友人関係などに影響を与え、ストレスや孤
独を感じてしまうことが問題となっている。
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